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が，この分化は各グルー プが個々 の独立せるカテゴリー として必要な基本的特質（相異な
るカテゴリー 上の意義,相異なるシタックシス上の基本的機能,相異なる形態論上の構造）
を備えていたことに起因するものである。従って形容詞が一品詞としての形態を備えるま
での過程は同時に，短語尾形容詞が長語尾形容詞から分離し，形容詞のカテゴリーから性
状を現わすカテゴリー に移行するまでの極めて緩慢な発達をつづけた過程であると言い得
るのである。
4．形容詞の意義論的領域の発達と結語の要因
古代からはじまったロシヤ語形容詞の発達過程は，19世紀においても完結を見ていない
のである。この過程は単調な，直線的に発達したものではなく，極めて複雑な，屡々対立
をはらんだ過程であった。この過程の根底には上述したように，長語尾形容詞と短語尾形
容詞が太古からもつカテゴリー上の意義の相違が存するが，最も重要なことはこの相異な
った意義が二つの語形グループの中で絶えず発達をつづけたことである。この事実を解す
ることなくして，形容詞の発達を論ずることはできないのである。長語尾形容詞と短語尾
形容詞が語彙，意義論の上で分かれたこと，長語尾形容詞と短語尾形容詞が文構成の上で
異なったシンタックシス上の機能をもつにいたったこと，就中短語尾形容詞が限定詞とし
ての機能を喪失し，これとともに語尾変化の機能（被限定名詞と性，数，格の一致）を失
ったこと並びに長語尾形容詞が述語としての機能をもつにいたったこと。結論的には，従
ー
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属語によって拡大する能力が形容詞に発達したこと並びにこの能力を発揮するにあたって
短語尾形容詞と長語尾形容詞がそれぞれ異なった座位を占めるにいたったこと。以上のよ
うな形容詞の発達現象は総て両語形がもつ相異なった，カテゴリー上の意義の発達に起因
するからである。
勿論，長語尾形容詞がもつ従属語（被支配名詞と附加詞としての副詞）支配の能力は長
語尾性質形容詞が述語として使用されたことに刺戟をうけて発達したのである。しかしこ
の影響を長語尾形容詞と従属語との結合の発達における唯一の，決定的な要因と見徹すこ
とはできないのである。長語尾形容詞の述語的使用は形容詞自体の性質的意義の発達，短
語尾形容詞と.長語尾形容詞がもつ太古からのカテゴリー上の意義の相違等に起因するから
である。また長語尾関係形容詞が述語として使用される場合に，従属語を伴わないことも
その特性を物語るものである。しかし関係形容詞も言わば，半述語的機能で使用される場
合にはこの法則に支配されず，その表現は個々別々である。
例
1．
2．
"TaTbHHapyccKaHaymoIo,
CaMaHe3HaH,noqeMy
CeexoJIo"HoIoKpacoIo
JIIO6IIJIaPyCCKyIo3HMy…〃
(nymKHH,EBreHMOHerIIH)
〃…H3HamHxpa3roBopoBHBbIHeco,mHoy6e>KneHbe…,qTO
neTpBeJIHK"6bIJInonpeHMymecTBypyccKHitIeJIoBeK,pyccK"
HMeHHOBCBoIIxnPeO6Pa30BaHHHx.〃
(TypreHeB,XopbHKanHHEIII)
しかし上例の関係形容詞〃pyccK油'′を見ると,その中に性質的意義のニュアンスを明
瞭に感知することができる｡従って関係形容詞の中に性質的意義(或は性質的意義のニュア
ンス）が発達し,それによって関係形容詞が性質形容詞の範晴に移行すれば,通常関係形容
詞は従属語と結合して使用し得るのである。〃PyCcKaH3HMa","PyccKaHJIHTePaTyPa"
"PyccKaHaPMIIH〃等の一連の結語体はその好例である6
ソ連の語史研究家は従属語が述語としての長語尾性質形容詞に附随して使用された文例
は16世紀の文献にはなく，17世紀にいたってようやく文献の中に現われたこと。しかもそ
の当時それらの結語体が広汎に使用されたものでないこと。若干の談話文体の中に従属語
を伴った長語尾形容詞が述語として極めて少数現われたこと。他言すれば，このような結
語に使用される従属語の領域が非常に狭かったこと等を指摘している。要するに長語尾形
容詞を基幹語として構成される結語体が広汎に使用され，その体形が可なり多形化したの
は18世紀の末期から19世紀の初頭にかけてのことである。
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7．〃…anpocBemeHHoMy3peJIyMyIInono6HbIMeMypa3yMHblM
JIIO,mHMHH[ITOy,皿卿BHTeJIbHO6bITbHeMO>KeT…〃
(HoBHKoB,TpyTeHb)
前述のように，性質形容詞の領域は18世紀の末期から19世紀にわたって著しく拡大し，
多種多形な結語体が急速度をもってロシヤ文語の中に進出したのである。既にエヌ･エム・
カラムジンの作品の中には19世紀末葉から20世紀初頭のロシヤ文語の中に現われた形容詞
結語体の大部分が見られるのである。彼の使用した結語体は勿論，使用度においても，ま
た形態においても決して一様ではなかった。その中の或るものは20世紀初頭と全く同じよ
うな形態で使用されているのである。例えば，次のような結語体をあげることができる。
1．前置詞なしで従属名詞の与格を結合したもの
CBOjiCTBeHHbIiieMy(彼の本来の）
MaJIHIIceP及皿y(小心の）
2．前置詞,mJIHを伴って，従属名詞の生格と結合したもの
"Io6e3HbIii,mJIHHero （彼にとって愛しい）
ⅢerIaJIbHHHZJIHHee （彼女にとって悲しい）
この結語体はエヌ・エム・カラムジンの作品の中で「l」の結語体と競合的に使用
されている。本結語体の使用は当時の時代的傾向であった。
3．前置詞Bを伴って，従属名詞の前置格と結合したもの
BeJIHqeCTBeHHaHBcBOeMTetIeHIIHPeKa （流れの荘重な河）
CIIaCTJIHBHIIBCBOIIxnPe及叩HHTH9xKIeJIoBeK(企業連に恵まれた人）
この結語体は使用度において「4」の結語体に多少劣る。
4．前置詞なして従属名詞の造格と結合したもの
cJIaBHbljiCBOHMII"6PIIKaMHqeJIoBeK （工場で名声をあげた人）
5．前置詞noを伴って，従属名詞の与格と結合したもの
H3BeCTHHIInOcBoIIMcyKoHHbIM中a6PIIKaMIIeJIOBeK
（ラシャエ場で名の知られている人）
この結語体は「4」の結語体と互角に使用されている。
更にエヌ・エム・カラムジンの作品を検討すると，少数ではあるが，従来には見られな
かった結語体を指摘することができる。例えば，次のような結語体である。
1．前置詞OTを伴って，従属名詞の生格と結合したもの
OTOPOneJJbliioTCMymeHHHqeJIOBeK （狼狽のあまり莊然とした人）
2．前置詞瓜Oを伴なって，従属名詞の生格と結合したもの
,mOKPaiiHOCTHrOBoPJIHBbIiiqeJIOBeK （実に多弁な人）
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3．性質副詞と結合したもの
BeJIIIIIeCTBeHHOcHOKOiiHMi （泰然自若たる）
これらの結語体は19世紀の末期には広く使用されるにいたったのである。
19世紀は形容詞の性質部門が飛躍的な発達を遂げた時代であった。この発達は二つの路
線に沿うて行なわれたのである。その一つは物と物との対比から物の性質的意義を取得す
る従来の方式である。この方式は19世紀にはいり次第に弱まり，直接物の性質を描写する
方式に一変し，更に物の絶対的性質を抽象化された意義で捉える方式に進んだのである。
これが第二の路線である。この発達現象は形容詞の結語にも反映し，従来に見られなかっ
た結語体がロシヤ文語の中に現われたのである。従って19世紀は形容詞の結語にとっても
劃期的な時代であったと言い得るのである。
次に，当時代に使用された結語体の中から特徴的なものをあげてみよう。
1． 〃兄…HoIIHTaJIce6Hy>KecOBepmeHHocBeTcKIIMHo6xo>K,meHIIe
3HaIomHMqeJIoBeKoM…〃
(BoJIoToB,3anHcKH)
〃…IIBceBMecTecocTaBJIHJIoHeqToBecbMaOccHaHcKoe.〃
(KapaM3HH,nIIcbMapyccKoronyTemecTBeHHHKa)
"HacweT3aHHTIIHnepBbIxMecTnpoHcxo"IIJIoTo)KeMHo)KecTBo
BeCbMaCHJIbHHXCIIeH,BHymaBmHxMy>KbHMHHOr,瓜acoBePmeHHO
PaUaPcKHe,BeJIIIKo,my皿HuenOHHTHH…〃
(roromb,MepTBbIe〃皿H)
〃…HHeMHOrocnycTHBOmeJIBKOHToPytIeJIoBeKHII3eHbKOro
POCTa,qaxOTOIIHbliiHaBH且…〃
(TypreHeB,KoHTopa)
〃XopomJIHoH？STC…KaKKOMyHPaBHTCH,HO,nOeroMHeHHIo,
yHerOJIHIIOCJIIImKOMBHcTaBoIIHoe,TaKCKa3aTbnapHK-
MaxePcKOe.〃
(KynpHH,CTpamHaHMHHyTa)
"OHBoo6pa>KaeTMeHHMepTBoIo,mJIHBcextIyBcTB
"o6PoneTeJIH!"
(KapaM3HH,IOJIHH)
2．
3．
4．
5．
6．
しかし個々の形容詞のもつ性質的意義にも濃淡があり，またその性質的意義と物的意義
との関係も決して一様ではない。従って形容詞のもつ結語力についても同じことが言い得
ー
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るのである。即ち或る形容詞においてはその結語力が大きく，他の形容詞のそれは制限的
であり，第三の形容詞においては結語能力が潜在すると考えられているに過ぎないのであ
る。かかる結語上の要因を理解することも形容詞の結語を究明する上に極めて重要なこと
である。
6．19世紀における外来語形容詞の結語の発達過程
ロシヤ語形容詞の中で色調を現わす形容詞が18世紀から19世紀にかけて，多数の外来語
によって補充された。その結果〃PO30BbI曲〃（バラ色の),"6op,moBbl曲〃（暗紅色の),
"oPaH>KeBbl厳〃（オレンジ色の),"JIHJIOBbI曲〃（藤色の),〃伽OJIeToBbl曲〃（スミレ色
の），次いで"mOKOJIanHH曲〃（チョコレート色の),"Ko中eiiHH曲〃（コー ヒー色の),
"MHHXaJIbHbI仇〃（バラ色の）等の外来語がロシヤ語の中で常用されるにいたったのであ
る。これらの一連の形容詞は当初，従属語との結合においても，また結語体の多形化にお
いても純ロシヤ語形容詞より遥かに劣っていたのである。しかしこの外来語グルー プにも
次第に結語能力が増大したが，その結語体は19世紀においては比較的少数であった。また
それは形態においても，内容においても単調で，特に見るべきものはないのである。
次に,19世紀における外来語形容詞の結語体の主なるものを示してみよう。
1."OHBcTpeTHJIcHc6eJIoHorHMpbI>KHMrJIa,MaTopoMMaxoTHHa,
KoToPOroBoPaH)KeBojiCcIIHHMHoHOHe…BeJIIIHarIInnOnP0M.〃
（几ToJIcToii,AHHaKapeHHHa)
2．〃npyro歯nO,maJInaJITyCOByerOMOxHaTOe,J1IIJIoBOeCtIePHbIM,
oZeHJIo…〃
(Bo60pbIKHH,KHTa仇一ropo八）
3．〃BcTpeBo>KeHHbleTIIxIIM,IBH)KeHHeMJIo,mKII…JIeHHBOPacnJIbI-
BaIoTcHBo6ecTopoHbIMopmHHKH,po30BbleoTHocJIeZHHx
JIyqeiiCOJIHUa.〃
(KynpHH,npanopmIIKapMeiicMii)
しかし上記の形容詞は19世紀の末期にはいり，特に20世紀において，本来の具象的な意
義の外に，抽象化された転移的な意義においても各種の結語体を組織して，活溌に使用さ
れるにいたったのである。
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次に，外来語形容詞の結語の発達過程を用例で示してみよう。
1．〃Bo丞eMo曲．coBepmeHHbIeomTa1…naHe>KaPeHHe,aCBe>KHe,
ToJIbKoIITocHHTblecrHHJIoroneHbKa!TaKHepo30BaTbIe
COP>KaBIIHHKO曲…〃
（のe,MH,Heo6bIKHoBeHHoeJIeTo)
2．〃HCTOMHyIOCKyKy,meJIIIJICHHMKPaCaBeU-nOiiHTeP,
mOKOJIamHOiiB6eJIbIxKPanHHaxMaCTH.〃
(moJIoxoB,THx耐nOH)
3．〃HHKoJIaiil/IBaHoBHIIBbIcJIy皿ameeaoKOHUa…CymIBJIeHHeM
B3rJIHabIBaHHaMHHaaJIbHbIeOTHerO,IOBaHIIH,mamHHbImeKH…〃
(A・ToJIcToii,Xo)K,neHHenoMyKaM)
4．〃CTenaHApKaabHIIocTopo>KHoyJIbl6HyJIcHcBoeiiMIIH,maJIbHoii
yJIbI6Koii.〃
（几ToJIcToii,AHHaKapeHHHa)
5."HaJIImeyMapbHKoHcTaHTHHoBHbI3a,mpo)KaJIHBce
エIepToIIKH…， oHaMIIH,maJIbHoyJIbl6HyJIacbHcKa3aJIa
BOCTOP>KeHHO,3amuxaHCb…〃
(qexOB,,ny9JIb)
7．19世紀における動詞型及び形動詞型形容詞の結語の発達過程
外来語形容詞に次いで，ロシヤ語の性質形容詞を補充したものは動詞から派生した形容
詞である。この場合二つのタイプが考えられる。その一つは動詞の語幹から派生した形容
詞であり，他は性質的意義の発達した形動詞から転じた形容詞である。これらの形容詞の
性質的意義の発達並びにこれに伴う結語能力の伸張を究明するためには動詞から派生した
-TembHの接尾辞をもつ形容詞，例えば''yTOMHTeJIbHbI薗〃（飽々させる),"nPHBJIeKa-
TeJIbHblii"(魅惑的な),"3aMeIIaTeJIbHbIh〃（注目すべき)"BbIPa3HTeJIbHbIh〃（表情
にとも）等の一連の形容詞を研究すれば足りるのである。
このグルー プの形容詞は形成後長い間,形動詞(-m曲を語尾とする形動詞)と同意義
で使用されていたのである。ロシヤ語史研究家ヴェ・ヴェ・ヴィノグラードフ及びその他の
研究家はこの種の形容詞が18世紀末葉から19世紀初頭にかけて，形動詞的意義で使用され
ていた事例，即ち〃3aMeIIaTeJIbHH曲〃は〃3aMeIIaIom油〃（心にとめる）の意義で，また
"PemHTeJIbHbl仇〃（決定的な）は"pemaIom戒〃（決定する）の意義で使用されていた
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ことを指摘しているのである。しかし19世紀の中葉にはいり，これらの形容詞はこのグル
プーの他の形容詞と同じように，性質的意義においても使用され，19世紀の末葉において
はこの後者の意義が支配的となったのである。
しかしこの種の形容詞は形動詞と意義の上で，関連的な似類性をもつことは否定できな
いが,結語体を組織する場合には両者間に明確な一線を劃している｡即ち形容詞においては
"JIH生格或は前置詞なしの与格が従属語の語形となるが，形動詞においては目的語たる
対格がその従属語となるのである。従って前者はパッセブ的な機能であり，後者はアクテ
ィブ的な表現と言い得るのである。
例
形 容訓形勤詞
1．yHH3HTeJIbHbI曲及JIHHerO:yHmKaIOm油ero
（彼にとって屈辱的な）（彼を辱しめるところの）
2．npHBJIeKaTeJIbHblm,nJIHMeHH:IIpHBJIeKaIomHiiMeHH
じ
じ
（私にとって魅惑的な）（私を魅了するところの）
3.o,mo6pHTeJIbHHiieeTyaJIeTy:o,mo6PHIomHiieeTyaJIeT
｡
（彼女の化粧振りが称賛的な）（彼女の化粧振りをほめた公えるところの）
次に，19世紀に使用された動詞型形容詞の結語体の主なるものを示してみよう。
1．〃neIIaJIbHOenJIaTbe,6JIe,mHOeJIHUOHTOMHOCTbBrJIa3ax
ZeJIaJIHeenPHBJIeKaTeJIbHo前及"HMeHH…〃
(KapaM3HH,nHcbMapyccKoronyTemecTBeHHHKa)
2．〃POCTOBbI叩e,nnOJIaraJIH,IIToPycCKafIrBaP,mHH3arPaHHUeii
ecTbcoBepmeHHoonpe,meJIHTeJIbHbIiiaapec…〃
（几ToJIcToii,BoiiHaHMHp)
3．〃OHaCmeJIaJIatIyTb3aMeTHoe,HoHoHHTHoeJIJIHKHTH,
oJIo6pHTeJIbHoeeeTyaJIeTyHKpacoTe,IBII>KeHHeroJIoBo勘.〃
（几ToJIcToji,AHHaKapeHHHa)
4．〃CaMoeMyIIHTeJIbHoe，叩IHKaBaJIePHiiCKoiiJIoma,mH,3TO
3aTHHyTOeeenOJIO)KeHIIenO,ITJI>KeJIblMBbIOKOM…〃
eT,MoHBocHoMIIHaHHH)
5．〃qTo6bIHenPO,IoJI)KaTb3TO厳》KH3HH,nO30PHO薗及JIHHee
HocKOP6IITeJIbHO曲,瓜JIHJIaeBcKOro,oHaPemHJIayexaTb.〃
(qeXOB,nyaJIb)
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しで従属する名詞，就中直接目的語としての名詞の対格（形容詞の語形は-yT-,-IOT-,
-aT-,-HT-,の接尾辞をとる）と活動体名詞或は非活動体名詞の造格（形容詞の語形は
-HH-,-T-,の接尾辞をとる）とが形容詞の動詞的性格と動詞への従属性を強めているこ
とに起因するのである｡従ってこれらの形容詞が一般形容詞に伍して,結語体を組織し得る
場合はその性質的意義が最大限に発達した場合に限られるのである。これらの形動詞型性
質形容詞を使用する場合に，その首頭に屡々副詞（主として程度を示す副詞）を置くので
あるが，この副詞もその語が形動詞として使用された場合には認められないのである。
例えば〃OIIeHbO6Pa30BaHHbIiiIIeJIoBeK"(教養豊な人)と言う場合には副詞〃OweHb"
（非常に）の使用が認められるが,"H3rH6,06pa30BaHHbliipeKo曲〃（河でつくられ
た簿曲部）と言う場合には認められないのである。
次に，19世紀に使用された形動詞型形容詞の結語体の主なるものを示してみよう。
1．
2．
3．
4．
1．
2．
能動形動詞型形容詞
"ry6epHaTopHam6bIJIropa3,mocTeneHHeeHpa3yMHeeKop中a
HBoBcexZeJIaxHecpaBHeHHo60JIee3HaIom.〃
(BoJIoToB,3anHcKH)
"Bo-nepBbIx,>KeHHTb6a6bIJIaHe6JIecTHmaHBoTHomeHHH
po,凪CTBa,60raTCTBaH3HaTHOCTH.〃
(几ToJIcToii,BoiiHaHMHp)
〃…cHHIomHepamocTbIo,pa30neTbIe,,meTHcToHJIHyKpbIJIbUa
nPeXKoJIHcKOii,,mo>KImaHcbMaTePH･〃
(几ToJIcToii,AHHaKapeHHHa)
〃一Honpomy>KeBac,-HaIIaJIoHcoBepmeHHoyMoJIHIomHM
rOJIOCOM,-OCTaBbTeBCeaTO!"
(HOCTOeBCKIIii,I/IrPOK)
被動形動詞型形容詞
"OTJIHtIHoo6pa30BaHHH厳nOTor,mamHeMyBPeMeHH,…BoJIKIKoB
BcTynIIJIBBoeHHylocJIy>K6y…〃
(>KIIxapeB,ZIHeBHHKIIHHoBHHKa)
〃…HBcJIe,m3aHeiinoHBIIJIcHxIeJIoBeKcPenHerOPOCTa,B
cHHeM,cIIJIbHOHOTePToMcIOPTyKe…〃
(TypreHeB,JIbroB)

